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中央社保協2023年度国保改善運動交流会
岡山市社保協の取組

岡山市社保協事務局長

加藤　雄一

１．岡山市の国保をめぐる特徴

1)2018年からの都道府県化の中で、「5年連続引上げ方針」を許さず、今年まで4年連続の据え置きを実現（2018・19値上げ／20～23据置）＝来年以降も「値上げ」の根拠は皆無

2)2007年～11年連続据置を実現
3)2021年～「資格証」の発行中止（政令市で3番目）
＝社保協は、資格証の発行と収納率の因果関係は皆無（別紙・分析表参照）を主張。市も認めた。
２．岡山市社保協の取組
1)国保会計分析表の作成（別紙・参照）

●2009年頃に大阪社保協の取組から、国保会計の分析の重要性を痛感。当時の担当課長も理解のある方だったため、パソコン上のデータがある1994年からのデータを収集。以降は毎年蓄積。

●これに共産党市議団からの国保の課題を聞き取り、岡山市の問題点の洗い出し

①1994年から2007年まで「法定外繰入ゼロを強行」そのため、その間に国保料は1万5千円も引上げ（2004年から国保署名の取り組みで、当時のチラシには、36ある中核市で3番目、隣の倉敷市よりも1万円高い国保料）

②歴代の市長が議会で法定外繰入は絶対にしない、と豪語。特にH氏。そのために最大10億あった基金が底をつき、国保会計も赤字に転落。

③社保協の署名（当時、約3万筆）と共産党市議団の議会での追及でついに2億500万の法定外繰入を勝ち取った。
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④2008年の後期高齢者医療制度の導入で国保世帯の減少とともに、この間の放漫経営のツケで法定外繰入は最大29億まで膨らむが、国保料の引上げは阻止

⑤基金が2012年に復活。2015年に35億に。当時の流行語「35億」をもじって署名に活用

⑥滞納率の拡大（最大33%＝2008年）と処分（短期証・資格証・差押え）の理不尽さを追及。
2)対市懇談の継続と国保運営委員会の傍聴
①2004年から対市要求を作成し、岡山市との懇談を継続。現在、2日間で4時間の懇談時間を確保。国保だけでなく、子ども医療費・介護など幅広い内容に拡大。市には「回答書」に対する社保協の見解と懇談対する論点整理を事前に送付。

※市の担当者が懇談に参加してよかった、と思えるような懇談をめざす。
②2月と8月の国保運営協議会は必ず傍聴
●直近では、副会長（社会福祉協議会副会長）の「暴言」（「まずは、払うべきものを払ってから生活再建のアドバイスをしている」を問題視。岡山市に発言を認めさせる。）
●2020年からは、社保協の取り組んできた署名の到達点・課題と市民の声（はがき署名に記載）を国保運営委員にも配布して周知できるようになった。
3)学習と研修の強化
①2018年には、共産党市議団と一緒に滋賀県野洲市を訪問して「野洲市方式」を学ぶ。その内容をレポートにまとめ岡山市にも提出。自治体職員の真の能力が発揮できる。
②自治労連主催の研修会にも毎年参加して、自治体労働者の先進的な取り組みを学ぶ。（参加人数が少ない。自治体労働者の苦悩と先進的な取り組みを学ぶべき。野洲市の山仲市長も県の職員として現場での苦悩を市長として活かしていた。）
③中央社保協の社保学校などへの参加。

④ユーチューブの作成（社保協チャンネルの開設）で加盟組織を通じて市民の中への浸透を画策。
以上

